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杏林大学井の頭キャンパス

下連雀きたうら児童公園

NTT データ三鷹ビル

牟礼複合施設倉庫

上連雀分庁舎

三鷹赤とんぼ保育園

三鷹台地区公会堂

在 

（二次避難所）

恵比寿苑 （二次避難所）

創価学会三鷹平和会館

火災発生の早期発見と防止対策をしておこう 

・火災の早期発見のために、住宅用火

災警報器を設置しておく。 

・普段使用しない電気器具は、差込み

プラグをコンセントから抜いておく。 

・電気やガスに起因する火災発生防止

のため感震ブレーカー、感震コンセン

トなどの防災機器を設置しておく。 

家族で話し合っておこう 

・地震が発生した時の出火防止や初期消火など、家族の役割
分担を決めておく。 

・外出中に家族が帰宅困難になったり、離 
れ離れになった場合の安否確認の方法や 
集合場所などを決めておく。 

・家族で避難場所や避難経路を確認し 
ておく。 

・普段のつき合いを大切にするなど、隣り 
近所との協力体制を話し合っておく。 

家具類の転倒・落下・移動 

防止対策をしておこう 

・けがの防止や避

難に支障のない

ように家具を配

置しておく。 
・家具やテレビ、

パソコンなどを

固定し、転倒・ 

落下・移動防止

措 置 を し て お

く。 

家屋や塀の強度を 

確認しておこう 

・家屋の耐震診断を受け、必要な補

強をしておく。 

・ブロックやコンクリートなどの塀

は、倒れないように補強しておく。

防災行動力を 

高めておこう 

日頃から防災訓練に参加して、身体
防護、出火防止、初期消火、救出、
応急救護、通報連絡、避難要領など
を身に付けておく。 

消火の備えをしておこう 

火災の発生に備えて消火器の準備や風呂の水のくみ
置き（溺れ防止のため子どもだけで浴室に入れない
ようにする）をしておく。 

けがの防止対策 

をしておこう 

・食器棚や窓ガラスなどには、ガラス

の飛散防止措置をしておく。 

・停電に備えて懐中電灯をすぐに使え

る場所に置いておく。 

・散乱物でケガをしないようにスニー

カーなどを身近に準備しておく。 

 

非常用品を備えておこう 

・非常用品は、置く場所を決めて準備しておく。 
・車載ジャッキやカーラジオなど、身の周りにあるも

のの活用を考えておく。 

地域の危険性を 

把握しておこう 

・防災マップ等で、自分の住む地域
の地域危険度を確認しておく。 

・自宅や学校、職場周辺を実際に歩
き、災害時の危険箇所や役立つ施設
を把握し、自分用の防災マップを作
っておく。 

防災知識を 

身につけておこう 

・新聞、テレビ、ラジオやインター
ネットなどから、防災に関する情報
を収集し、知識を身につけておく。

・市役所、消防署などが実施する講
演会や防災出前講座に参加し、過去
の地震の教訓を学んでおく。 

出典：東京消防庁ホームページ
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三鷹中央防災公園・元気創造プラザ
（災害対策本部）　子ども発達支援センター（二次避難所）

在 

下連雀六丁目防災広場

（二次避難所）

（二次避難所）

（二次避難所）

（二次避難所）

（二次避難所）
東多世代交流センター

西多世代交流センター

ライフコミューン深大寺 （二次避難所）

ライフコミューンつつじヶ丘 （二次避難所）

かみさん広場

東京国際大堀病院

ガー デンテラス仙川（二次避難所）

在 

応急給水 ・ 消火資器材
おうきゅうきゅうすい　　  しょうかしきざい

災害時在宅生活支援施設
さいがいじざいたくせいかつしえんしせつ In-home Living Support Facilities atthe Time of Disaster

市 役 所
し や く し ょ

응급 급수 소화 자기재

재해시재택 생활 지원 시설

各家庭で最低 3 日分の食料 ・ 水 （一人 1 日 3ℓ） の備蓄をお願いします。

復

要配慮者の確認

所の医療拠点に集まり医療活動に従事する災害時医療救護体制を
とります。

帰宅
きたく

困難者
こんなんしゃ

一時
いちじ

滞在
たいざい

施設
しせつ

  
大規模な震災が発生した場合、交通

機関が運転を再開し帰宅が可能になる
までの間、帰宅困難者支援拠点として
応急的に収容する、避難所とは異なる
一時滞在施設です。 
三鷹市内では、三鷹ネットワーク大

学、三鷹産業プラザ、三鷹市消費者活
動センター、三鷹市芸術文化センター、
創価学会三鷹平和会館が指定されています。 

　災害時に、一次避難所での避難生活が困難な医療

や介護を要する高齢者・障がい者などの要配慮者の

方々を受け入れるための屋内施設です。
（※二次避難所は、災害時に必要に応じて開設させる避難所で

あり、最初から避難所として利用することはできません。）

二次避難所
に じ ひ な ん じ ょ

（一次避難所）

、東京国際大堀病院

（承認番号）MMT利許第 23057 号 - 43

「この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺2,500分の 1 の地形図を利用して

作成したものである。
（承認番号）31 都市基交著第 199 号」
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Emergency Watersupplies & Fire-Extinguishing Materisls or Devices

出典：東京消防庁ホームページ

地震後の行動 

落ちついて 火の元確認 初期消火 

・火を使っている時は、揺れがおさまっ

てから、あわてずに火の始末をする。 
・出火した時は、落ちついて消火する。 

・屋内で転倒・落下した家具
類やガラスの破片などに
注意する。 

・瓦、窓ガラス、看板などが
落ちてくるので外に飛び
出さない。 

あわてた行動 けがのもと 

揺れがおさまった時に、避難ができる

よう出口を確保する。 

窓や戸を開け 出口を確保 

屋外で揺れを感じたら、ブロック塀など

には近寄らない。 

門や塀には 近寄らない 

地震だ！ まず身の安全 

地震時の行動 地震直後の行動  

火災や津波 確かな避難 

・地域に大規模な火災の危険が 
せまり、身の危険を感じたら、 
一時集合場所や避難場所に避難 
する。 

・沿岸部では、大きな揺れを感じ 
たり、津波警報が出されたら、 
高台などの安全な場所に素早く 
避難する。 

正しい情報 確かな行動 

ラジオやテレビ、消防署、行政などから
正しい情報を得る。 

確かめ合おう 我が家の安全 隣の安否 

わが家の安全を確認後、近隣の安否を
確認する。 

協力し合って 救出・救護

倒壊家屋や転倒家具などの下敷き

になった人を近隣で協力し、救出・
救護する。 

避難の前に 安全確認 電気・ガス

避難が必要な時には、ブレーカーを

切り、ガスの元栓を締めて避難す
る。 
 

・揺れを感じたり、緊急地震速報を受けた時は、身の 
安全を最優先に行動する。 

・丈夫なテーブルの下や、物が「落ちてこない」「倒れ 
てこない」「移動してこない」空間に身を寄せ、揺れ 
がおさまるまで様子を見る。 

・高層階では、揺れが数分続く 
ことがある。 

・大きくゆっくりとした揺れに 
より、家具類が転倒・落下す 
る危険に加え、大きく移動す 
る危険がある。 

【高層階（概ね１０階以上）での注意点】 

应急急救消防设备

灾害时在家生活支援设施

在 

在 

在 

在 

在 

（二次避難所）

下連雀複合施設

在 

在 

在 


